
2026年 10月 26日 

各  位 

会社名  アズビル株式会社 

代表者名 取締役 代表執行役社長 山本 清博 

（コード番号：6845 東証プライム） 

問合せ先 執行役員 グループ経営管理本部長 浅井 覚 

（TEL：03-6810-1023） 

 

株式会社オーテックとの資本業務提携契約締結 

及び同社株式の追加取得（持分法適用関連会社化）に関するお知らせ 

 

 当社は、本日、株式会社オーテック（以下「オーテック」といいます。）との間で資本業務提携契約（以

下「本資本業務提携契約」といい、本資本業務提携契約に基づく提携を、以下「本資本業務提携」といいま

す。）を締結すること、及びオーテックの普通株式を追加取得すること（以下「本株式取得」といいます。）

を決定しましたので、お知らせいたします。なお、本株式取得の完了後、オーテックは当社の持分法適用関

連会社となる予定です。 

また、本株式取得が、金融商品取引法第 167条第１項及び同法施行令第 31条に規定する「公開買付けに

準ずる行為として政令で定める買集め行為」に該当するため、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．本資本業務提携の目的 

 当社グループは、「人を中心としたオートメーション」のグループ理念のもと、2026年５月に「人と社会

の可能性を、技術で解き放つ。」をパーパスとして策定し、オートメーションを含めた幅広い技術で人と社

会をつなぎ、未来をひらくパートナーとなることを目指しております。中期経営計画（2025～2027年度）で

は“進化・共創”をテーマに、幅広い顧客基盤（工場・プラント、商業ビル、ライフライン）との長年の関

係に基づく「基盤事業」と、技術革新や社会課題への対応を事業機会と捉えた「成長事業」の両輪による

“azbilグループらしい事業モデル”の強化を進めており、外部パートナーとの共創も積極的に進めており

ます。 

ビルディングオートメーション事業においては、新設需要に加え、既設建物の改修・省エネルギー需要が

堅調に推移する一方、施工・エンジニアリングを担う人材の確保・育成が、持続的な事業拡大に向けた重要

な課題となっております。 

オーテックは、1961年に当社と特約店契約を締結して以来、60年以上にわたり当社製品の販売・施工・

保守を担ってきた重要なパートナーです。このたび両社は、資本関係をより強化することにより、これまで

の協力関係を一層強固なものとすることといたしました。具体的には、両社の顧客接点、技術・ノウハウ及

び人材を含めた事業基盤を活かし、施工・エンジニアリング体制の拡充、新たな製品・サービスの共同開発

等を進めます。これにより、高度な案件にも対応できるソリューション力を強化し、持続的な成長と中長期

的な企業価値の向上を図ることを目的として、本資本業務提携を行います。 

 

２．本資本業務提携の内容 

 （１）業務提携の内容 

  オーテックと当社は、主に以下の領域における業務提携の強化を実施してまいります。 

① 施工管理技士、主任技術者その他の有資格者を含む施工人材の育成及び活用に関する相互協

力を通じた両当事者の施工体制の強化 

② 両当事者の人材の技術及び技能の向上を図るための相互協力を通じた、大型案件その他高度

な対応を要する案件への対応力の更なる強化 

③ 両当事者の製品、商品及び技術を相互に活用した新たな製品、商品及びサービスの共同開発 



  （２）資本提携の内容 

  当社は、本日付で、株式会社光通信のグループ会社が無限責任組合員を務める５つの投資事業有限

責任組合（以下「本譲渡人」と総称します。）との間で株式譲渡契約を締結し、本譲渡人が保有するオ

ーテックの普通株式のうち合計 2,387,000株（議決権所有割合※：15.25％）を、市場外の相対取引に

より取得することについて合意いたしました。本株式取得の完了後、当社が保有するオーテックの普

通株式は、既に保有している 750,000株（議決権所有割合：4.79％）と合わせて 3,137,000株（議決

権所有割合：20.04％）となり、オーテックは当社の持分法適用関連会社となる予定です。 

※「議決権所有割合」とは、オーテックの 2026年３月 31日現在の総株主の議決権の数（156,501個）

に対する割合をいい、小数点以下第三位を四捨五入しております。以下同じです。 

 

３．本資本業務提携の相手先の概要 

(1) 名 称 株式会社オーテック 

(2) 所 在 地 東京都千代田区丸の内１丁目 11番１号 

(3) 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 市原 伸一 

(4) 事 業 内 容 
自動制御システムの設計・施工・メンテナンス（保守）並びに管

工機材及び環境関連機器の販売 

(5) 資 本 金 5億 9,940万円（2026年３月 31日時点） 

(6) 設 立 年 月 日 1948年７月 16日 

(7) 
大 株 主 及 び 持 株 比 率 

（2026 年３月 31 日時点） 

日本継手株式会社 19.25% 

UH Partners 2投資事業有限責任組合 7.48% 

光通信 KK投資事業有限責任組合 6.54% 

オーテック従業員持株会 5.94% 

オーテック共栄会 5.59% 

アズビル株式会社 4.79% 

UH Partners 3投資事業有限責任組合 3.74% 

株式会社 FMバルブ製作所 2.72% 

株式会社みずほ銀行 2.58% 

株式会社三菱 UFJ銀行 2.29% 

株式会社大和バルブ 2.29% 

(8) 
当 社 と 当 該 会 社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 
当社は本日現在､オーテックの普通株式750,000株

(議決権所有割合：4.79%)を所有しております。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 

オーテックとの間で空調自動制御機器等の供給

に関する特約店契約を締結しており、当社の自

動制御システム等の販売代理店として、継続的

な取引関係を有しております。 

関連当事者へ

の該当状況 

関連当事者の該当はありません。なお、本株式取

得の完了後、オーテックは当社の持分法適用関

連会社として、当社の関連当事者に該当するこ

ととなります。 

 

  



(9) 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2024年３月期 2025年３月期 2026年３月期 

 連 結 純 資 産 20,255百万円 22,902百万円 27,085百万円 

 連 結 総 資 産 31,797百万円 34,671百万円 39,314百万円 

 １株当たり連結純資産 1,290.01円 1,444.28円 1,712.12円 

 連 結 売 上 高 29,374百万円 31,424百万円 33,722百万円 

 連 結 営 業 利 益 2,026百万円 4,024百万円 5,084百万円 

 連 結 経 常 利 益 2,173百万円 4,222百万円 5,358百万円 

 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
1,386百万円 2,874百万円 3,626百万円 

 １株当たり連結当期純利益 90.41円 186.10円 234.06円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 41.66円 56.66円 82.00円 

(注)オーテックは、2025年４月１日付で、普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っておりま

す。１株当たり連結純資産、１株当たり連結当期純利益及び１株当たり配当金は、2024年３月期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

(1) 異 動 前 の 所 有 株 式 数 
750,000株（議決権の数：7,500個） 

（議決権所有割合：4.79%） 

(2) 取 得 株 式 数 
2,387,000株（議決権の数：23,870個） 

（議決権所有割合：15.25%） 

(3) 取 得 価 額 
7,161百万円 

（1株当たり 3,000円） 

(4) 異 動 後 の 所 有 株 式 数 
3,137,000株（議決権の数：31,370個） 

（議決権所有割合：20.04%） 

 

５．日程 

(1) 決 定 日 2026年 10月 26日 

(2) 資 本 業 務 提 携 契 約 の 締 結 日 2026年 10月 26日 

(3) 株 式 譲 渡 契 約 の 締 結 日 2026年 10月 26日 

(4) 株 式 譲 渡 日 2026年 11月上旬（予定） 

(注)本株式取得については､私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律に基づく株式取得に係

る届出を公正取引委員会に対して行っております。公正取引委員会から排除措置命令を行わない

旨の通知を受領し、かつ、同法に基づく待機期間（短縮された場合には短縮後の期間）が経過し

た日の３営業日後に、本株式取得を実行する予定です。 

 

６．今後の見通し 

本資本業務提携及び本株式取得が、2027 年３月期の当社の連結業績に与える影響は軽微ですが、今後、 

開示すべき事項が生じた場合には速やかに開示してまいります。 

 

以 上 


